
建設業における一酸化炭素中毒の 
防止に関する動画資料について 

 ガソリンや軽油を燃料とする発電機等を換気の悪い空
間で使用したことにより、その排気ガスに含まれる一酸
化炭素による中毒労働災害は、毎年全国で40件から50
件発生しています。 
 東京においても平成25年に4件の災害があり、うち2
名が死亡している状況です。(4件とも建設業で発生) 
 東京労働局では、関係団体と連携のもと、密閉空間に
おいてエンジン式発電機を使用した場合に一酸化炭素濃
度の上昇や換気による濃度変化がどうなるか、実証実験
を実施しました。 
 実証実験の状況やその結果を踏まえた対策のために、
周知啓発用の動画を作成しましたので、事業場内の安全
衛生教育等にご活用ください。(HPアクセス手順は裏面参照) 

実証実験内容 
実験部屋： 間口1.3m奥行4.6m天井高さ3m 
(気積約18㎥）（４畳半の部屋と同じ) 測定点上・中・下段３箇所 
発電機：排気量５０㏄ ガソリンエンジン式 
一酸化炭素濃度の上昇過程 
エンジンスタート後約40秒 
  ⇒上段測定部分において基準値の50PPMを超える。 
エンジンスタート後140秒 
  ⇒全測定部分において、300PPMを超える。 
   (300PPM・・吐き気やめまいを感じる濃度) 

http://www.youtube.com/watch?v=xFKwyU4J7kc


  

ホームページアクセス手順 

ステップ１ 
東京労働局ホームページにアクセスする 
http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

ステップ２ 
東京労働局ＨＰにある下記バナーをクリック 
 
 
 
        (Safe Work TOKYOロゴマーク） 

ステップ３ 
「第12次東京労働局労働災害防止計画を推進しています」 
ページ中程からユーチューブへのアクセスができます。   
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